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While there has been mention of Tokyo Olympics’ impact on NSSU, there has been little 
clarification on specific related facts. The purpose of this paper is to clarify the effects of the 
interaction between NSSU and the 18th Olympics held in Tokyo. To do so, recollections and 
round-table discussions（meetings）held at that time between NSSU-related persons were 
examined, together with related documentation stored in the historical documents office at NSSU 
Centenary Hall（NSSU archives）．
First, it became clear that the Tokyo Olympics were talked about during the round-table 
discussions. With respect to the sporting event’s impact, the tone of the discussions was one of 
cool and critical perspectives rather than enthusiasm.
Second, this study clarified the actual level of participation by NSSU-related persons in the 
Tokyo Olympics—based on the historical documents, over 400, including teaching staff and 
students, were involved in the capacity of athletes, officials, and operations staff.
Third, this study revealed what was discussed in retrospect regarding the Olympic 
experiences. Insights were gained after listening to individuals recount Tokyo Olympics’ impact 
on the students. It was indicated that memories of the sporting event grow weaker with each 
new generation coming of age.
























































































































































































































































































































































述べるのは，1964 年の東京大会終了後の 1965 年
































































































































表 1 は 1964 年度の日体大の年間スケジュール
である34）．休暇は，夏季休暇が 7 月 13 日～ 8 月
31 日まで，冬季休暇が 12 月 13 日～ 1 月 18 日，
春季休暇が3月6日～4月11日と設定されている．
また 6 月 6 日～ 11 日の新潟国体と 10 月 10 日～














































り最も多いのは体操の 9 名である 38）．この内 10








5 名が選ばれていた体操は 6 月から東京オリン
ピックが開かれる 10 月まで，そして大会終了後
も全国各地での報告会実施のため 11 月 7 日から
12 月 11 日まで断続的に日本体操協会によって招
集を受けていた 40）．
飛込では大坪敏郎と大崎恵子が 4 月 15 日から
4 月 30 日，5 月 1 日から 5 月 14 日，5 月 15 日か
ら 5 月 25 日，5 月 26 日から 6 月 8 日，そして本
大会では 10 月 1 日から 25 日の間に召集されてい
た 41）．ただし 8 月 26 日には大学の宿直室に大坪
敏郎，大崎恵子からオリンピック合宿のため 10
月末まで学校に出られないとの連絡が入ってお
り，上記の日程だけでなく 8 月下旬から 10 月末
まで両名とも大学に来られない状況が続いたよう
である42）．
この他，フェンシングの保井多美子は 8 月 16
日から 26 日，9 月 5 日から 15 日，9 月 20 日から
9 月 30 日，10 月 1 日から 10 月 28 日 43），レスリ









る．体操では鈴木麗子が 6 月 3 日から 9 日，相原














務として 9 月 1 日から 10 月末日まで，中山隆治
助教授 48）が聖火リレーの国内コース派遣員およ
び陸上競技表彰役員として 9 月 3 日～ 10 月 24 日
まで，岡野章助手 49）と江尻忠夫 50）が陸上競技役
員として 9 月 25 日～ 10 月 24 日まで，中田茂教
授 51）と宗内徳行専任講師 52）がコーチ団連絡本部
所属（調査資料収集）として 10 月 6 日から 24 日
まで，体操代表選手候補であった相原信行専任講
師 53）と香取光子 54）は 9 月に入ると補欠選手とな
り，国際審判員講習会での試技メンバーとして
10 月 9 日～ 15 日まで，進藤満志夫助手55）がバレー
ボール競技役員として 9 月 14 日から 10 月 24 日
まで，稲垣安二助教授 56）と荒木郁夫専任講師 57）
がバスケットボール競技役員として 10 月 10 日～








できる範囲だと，学生 300 名が 9 月初めから選手
村で「二か月間の村生活」を送り 59），他にも甲州
街道でのマラソン，競歩の「練習管理役員」とし





















イツに着くのは 1965 年秋のことになる 63）．
この他，ウエイトリフティング部は 9 月と 10
月の間，オリンピックのために部活動を休みにし，
5 名の部員が参加 64），アーチェリー部 65）と『校


















































となり 1 日 6 時間から 7 時間の練習で「汗と泥に
まみれた」．こうして臨んだ秋季リーグでは初戦





労気味で望んだ」結果，1 勝 2 敗と勝点を挙げら







試合の戦績は 1 勝 2 敗．優勝を逃す結果となり「涙
をのんだのである」．シーズン成績は 10 勝 6 敗 2











1963 年 7 月に着工し，東京オリンピックを目前
に控える 1964 年 9 月 12 日完成した．コンクリー
ト造りの 5 階建（2090 坪）で，1 階に柔道場とダ
ンス場，2 階に 522 坪の大アリーナを有してい
た 75）．この体育館は直ちにバレーボール練習会
場となる．
完成直前の 8 月 4 日，玉川警察署より東京オリ
ンピックの練習場となる体育館の下調べの要望の



































































































































































































































































































































































































































1964 年 5 月 31 日．日本体操協会（1964）強
化合宿選手派遣依頼について，1964 年 7 月 16
日．日本体操協会（1964）オリンピック東京
大会日本代表選手団役員選手の委嘱につい
て，1964 年 8 月 4 日．日本体操協会（1964）
オリンピック選手強化合宿選手派遣依頼につ
いて，1964 年 8 月 31 日．財団法人日本体育
協会・日本オリンピック委員会（1964）オリ
ンピック派遣依頼状，1964 年 8 月 31 日．日
本体操協会（1964）オリンピック東京大会日
本体操選手団役員，選手の派遣方についての
お願い，1964 年 11 月 2 日．
41） 日本水泳連盟（1964）オリンピック候補選手




42） 榎 本 と く 子（1964）8 月 26 日（ 水 ）． 昭 和
三十九年度上期（日）直日誌．
43） 日本フェンシング協会（1964）強化合宿派遣
依頼状，1964 年 8 月 13 日．財団法人日本体
育協会・日本オリンピック委員会（1964）オ





















依頼），1963 年 4 月 9 日．日本陸上競技連盟
（1964）貴学教授の本連盟への出向ご依頼，
1964 年 8 月 20 日．
48） 財団法人オリンピック東京大会組織委員会
（1964）オリンピック東京大会国内聖火リレー








尻忠夫），1964 年 6 月 23 日．
51） オリンピック東京大会 JOC コーチ団連絡本部
（1964）オリンピック東京大会派遣役員願いの
件（中田茂），1964 年 9 月 8 日．
52） オリンピック東京大会 JOC コーチ団連絡本部
（1964）オリンピック東京大会派遣役員願いの
件（宗内徳行），1964 年 9 月 8 日．
53） 日本体操協会（1964）オリンピック東京大会
体操競技補欠選手の強化合宿（相原信行），
1964 年 8 月 21 日． 
54） 日本体操協会（1964）オリンピック東京大会
体操競技補欠選手の強化合宿（香取光子），
























遣方要請について，1964 年 7 月 27 日．






























年 6 月 9 日．
73） オリンピック東京大会聖火リレー大田区実行
委員会（1964）通知書，1964 年 5 月 29 日．
74） オリンピック聖火リレー鴻巣市実行委員会
（1964）オリンピック東京大会聖火リレー走者




76） 田島栄子（1964）8 月 4 日（火）．昭和三十九
年度上期（日）直日誌．榎本とく子・富永金
一（1964）8 月 14 日（金）．昭和三十九年度
上期（日）直日誌．
77） 榎 本 と く 子（1964）8 月 22 日（ 水 ）． 昭 和
三十九年度上期（日）直日誌．田中幸吉（1964）












































（受理日：2020 年 5 月 12 日）
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